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 レ
ポ
ー
ト
 

昭
和
初
期
の
洋
画
家
・
 

佐
伯
祐
三
の
生
涯
　
　

調
査
研
究
係
　
水
川
 和
美

は
じ
め
に

　
大
阪
府
大
阪
市
出
身
で
昭
和
初
期
の
洋
画
家
、
佐

伯
祐
三
の
生
涯
（
1
8
9
8
～
1
9
2
8
年
）
と
作

品
を
微
力
な
が
ら
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
著
者
・
熊
田
　
司
氏
は
、
日
本
近
代
洋
画
に
関
心

持
つ
人
な
ら
ば
忘
れ
ら
れ
な
い
響
き
を
持
つ
名
で
あ

ろ
う
。

　
幾
何
学
的
抽
象
を
生
み
出
し
戦
後
美
術
へ
と
橋
渡

し
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
。

　
佐
伯
は
1
8
9
8
年
（
明
治
　
年
）
４
月
　
日
大

31

28

阪
府
大
阪
市
北
区
中
津
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
」
の
四

男
三
女
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
い
頃
は
「
秀
丸
」

と
呼
ば
れ
、
気
質
の
や
さ
し
い
子
供
で
、
平
和
で
幸

福
な
幼
年
期
を
過
ご
し
た
。
中
学
校
時
代
の
彼
は

「
ず
ぼ
」
と
い
う
あ
だ
名
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
、
ず

ぼ
ら
の
敬
称
で
あ
る
。

　
　
歳
の
頃
、
水
彩
画
を
好
ん
だ
従
兄
の
影
響
を
受

14
け
、
美
術
・
音
楽
に
興
味
を
持
ち
1
9
1
5
年
（
大

正
４
年
）
何
が
何
で
も
絵
の
道
に
進
み
た
い
祐
三
は

両
親
を
説
得
し
て
「
赤
松
洋
画
塾
」
に
入
門
し
デ
ッ

サ
ン
の
指
導
を
受
け
る
。
面
白
く
て
、
こ
の
道
に
進

み
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

画
家
へ
の
歩
み

　
1
9
1
7
年
（
大
正
６
年
）
中
学
卒
業
後
、
東
京

美
術
学
校
準
備
の
為
、
日
本
画
家
「
川
端
玉
章
」
が

開
い
た
「
川
端
画
学
校
」
に
入
り
、
洋
画
家
「
藤
島

武
二
」
に
石
膏
デ
ッ
サ
ン
の
指
導
を
受
け
る
。
こ
こ

で
「
山
田
新
一
」
と
知
り
合
う
。
佐
伯
と
生
涯
に
わ

た
り
親
交
を
結
ぶ
画
家
で
あ
る
。

　
1
9
1
8
年
（
大
正
７
年
）　

歳
、
東
京
美
術
西

20

洋
学
科
に
入
学
、
藤
島
武
二
を
は
じ
め
「
長
原
孝
太

郎
」
や
「
小
林
萬
吾
」
に
石
膏
デ
ッ
サ
ン
、
油
絵
の

指
導
を
受
け
る
。
友
人
と
千
葉
・
御
宿
や
静
岡
・
網

代
で
描
い
た
作
品
、
御
宿
の
海
「
勝
浦
風
景
」
が
あ

る
。

　
こ
の
頃
1
9
1
9
年
（
大
正
８
年
）
妻
と
な
る
、

池
田
米
子
と
知
り
合
う
、
父
の
死
、
相
次
ぐ
近
親
の

死
と
は
反
対
に
明
る
く
光
も
さ
し
、
そ
の
年
の
秋
、

1
9
2
0
年
（
大
正
９
年
）
米
子
と
結
婚
し
下
落
合

の
新
居
、
ア
ト
リ
エ
付
で
恵
ま
れ
た
出
発
を
し
て
い

る
。
1
9
2
1
年
（
大
正
　
年
）
下
期
か
ら
翌
年
に

10

か
け
て
体
調
す
ぐ
れ
ず
学
校
を
休
学
す
る
。

　
1
9
2
2
年
（
大
正
　
年
）
長
女
「
弥
智
子
」
が

11

生
ま
れ
、
翌
年
・
東
京
美
術
学
校
卒
業
。
卒
業
制
作

は
「
裸
婦
」
と
「
自
画
像
」
で
卒
業
し
た
。
佐
伯
が

目
指
し
た
の
は
「
パ
リ
」
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
を

習
い
始
め
、
夢
は
少
し
ず
つ
現
実
味
を
お
び
た
。
関

東
大
震
災
に
あ
い
自
宅
が
半
壊
、
預
け
て
あ
っ
た
渡

欧
用
荷
物
は
全
焼
し
、
渡
欧
の
準
備
を
し
た
。

渡
欧
フ
ラ
ン
ス
で
の
活
躍

　
1
9
2
3
年
（
大
正
　
年
）　

月
、
船
で
出
発
。

12

11

明
け
て
１
月
に
到
着
後
初
め
て
の
パ
リ
で
ホ
テ
ル
住

ま
い
す
る
。
窓
か
ら
景
観
を
描
く
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

遠
望
」
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ド
・
ラ
・
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ョ
ー

ミ
エ
ー
ル
の
研
究
所
派
へ
通
い
始
め
て
本
格
的
に
絵

を
描
く
。
以
前
か
ら
ヴ
ラ
マ
ン
ク
に
魅
か
れ
て
い
た

佐
伯
は
師
事
し
て
い
た
先
輩
の
「
里
見
勝
蔵
」
に
連

れ
ら
れ
ヴ
ラ
マ
ン
ク
を
訪
ね
る
。
そ
し
て
批
評
し
て

も
ら
う
た
め
持
参
し
た
１
枚
の
自
信
作
「
裸
婦
」
を

見
せ
る
が
ヴ
ラ
マ
ン
ク
か
ら
ア
カ
デ
シ
ス
ム
を
指
摘
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さ
れ
衝
撃
を
受
け
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
に
来
て
は
じ
め
て
外
部
の
冷
た
い
風
に

さ
ら
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
東
京
美
術
学
校
で
身
に
つ
け

て
き
た
画
風
を
一
掃
し
再
出
発
す
る
。
連
日
風
景
制

作
に
専
念
す
る
。

　
ア
パ
ー
ト
に
居
を
移
し
た
こ
ろ
か
ら
、
古
い
建
物

や
裏
町
の
情
景
が
モ
チ
ー
フ
に
な
り
、
ヴ
ラ
マ
ン
ク

に
出
会
っ
て
以
後
、
暗
褐
色
の
世
界
へ
と
急
転
回
す

る
。
時
に
マ
チ
エ
ー
ル
が
重
厚
で
あ
る
。
1
9
2
5

年
（
大
正
　
年
）
渡
欧
し
て
く
る
兄
「
祐
正
」
を
出

14

迎
え
る
。
兄
と
パ
リ
の
西
へ
出
か
け
「
ゴ
シ
ッ
ク
大

聖
堂
」
「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
」
を
描
く
。

　
９
月
、
第
８
回
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
に
「
ゴ

シ
ッ
ク
ル
ド
ヌ
リ
（
靴
屋
・
煉
瓦
屋
）
」
が
入
選
す

る
。
評
判
を
呼
ん
で
ド
イ
ツ
の
絵
具
商
に
売
れ
た
の

を
は
じ
め
、
ア
ト
リ
エ
を
訪
ね
た
愛
好
家
に
作
品
が

売
れ
た
。

　
そ
れ
を
契
機
に
パ
リ
に
お
け
る
画
家
「
佐
伯
の
デ

ビ
ュ
ー
と
な
る
」、
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
後
、
早
々

の
制
作
代
表
作
「
壁
」
「
運
送
屋
」
（
大
阪
中
之
島
美

術
館
蔵
）。

　

　
兄
「
祐
正
」
か
ら
帰
国
す
る
事
を
説
得
さ
れ
一
家

帰
国
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
経
済
問
題
と
健
康
を
心

配
す
る
母
の
意
を
受
け
て
決
め
た
。
１
９
２
６
年

（
大
正
　
年
）　

歳
、
大
阪
市
北
区
、
光
徳
寺
で
旅

15

28

の
疲
れ
を
癒
し
た
後
、
東
京
下
落
合
の
ア
ト
リ
エ
に

帰
る
。
佐
伯
の
他
に
「
里
見
勝
蔵
・
前
田
寛
治
・
小

島
善
太
郎
・
木
下
孝
則
」
パ
リ
で
交
友
を
深
め
た
５

人
で
１
９
３
０
年
（
昭
和
５
年
）
協
会
を
結
成
す
る
。

自
宅
周
辺
を
描
く
「
下
落
合
風
景
・
肥
後
橋
風
景
・

大
阪
滞
船
」
を
描
く
が
制
作
に
対
す
る
不
満
を
募
る

ば
か
り
。
結
局
も
う
一
度
パ
リ
に
戻
る
。

　
１
９
２
７
年
（
昭
和
２
年
）　

歳
、
連
日
冬
の
パ

29

リ
の
写
生
、
パ
リ
の
裏
町
風
景
、
パ
リ
の
古
い
街
並

み
、
パ
リ
庶
民
の
生
活
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
洒
落

た
看
板
文
字
、
な
ど
画
家
と
し
て
人
が
変
わ
っ
た
よ

う
な
激
し
い
制
作
を
始
め
た
。
雨
の
日
な
ど
花
や
卓

上
の
静
物
、
絵
具
箱
な
ど
製
作
す
る
。

　
１
９
２
８
年
（
昭
和
３
年
）
２
月
、　

歳
の
後
輩

30

の
画
家
「
荻
須
高
徳
」
と
「
山
口
長
男
」
ら
と
、
パ

リ
郊
外
の
モ
ラ
ン
へ
写
生
旅
行
に
出
か
け
「
煉
瓦
焼

場
」
な
ど
を
描
い
た
独
特
の
タ
ッ
チ
で
佐
伯
独
自
の

テ
ー
マ
を
見
出
す
。
（
大
阪
中
之
島
美
術
館
蔵
）

所蔵名：２　佐伯祐三「壁」
1925年　大阪中之島美術館蔵

所蔵名：３　佐伯祐三「広告」
1927年　大阪中之島美術館蔵
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第
　
回
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
に
「
新
聞
屋
」
「
広

20

告
の
有
る
家
」
が
入
選
す
る
。

　
雨
降
り
や
寒
さ
も
か
ま
わ
ず
に
街
角
で
の
制
作
で

風
邪
を
ひ
い
て
病
床
に
臥
す
。
屋
外
で
制
作
で
き
ず

部
屋
に
こ
も
り
き
り
で
、
た
ま
た
ま
家
を
訪
れ
て
き

た
「
郵
便
配
達
夫
」
「
ロ
シ
ア
の
少
女
」
を
描
く
（
大

阪
中
之
島
美
術
館
蔵
）
。
精
神
面
で
不
安
定
と
な
り

再
起
す
る
こ
と
な
く
　
歳
余
り
で
生
涯
を
終
え
た
。

30

　
最
後
に
フ
ォ
ヴ
ィ
ズ
ム
（
野
獣
派
）
の
モ
ー
リ

ス
・
ド
・
ヴ
ラ
マ
ン
ク
の
一
喝
に
よ
っ
て
「
佐
伯
祐

三
」
は
白
熱
的
な
制
作
を
展
開
し
独
自
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
画
風
を
確
立
し
た
。

　
代
表
的
な
モ
チ
ー
フ
は
パ
リ
の
風
景
を
多
く
描
い

た
。
卒
業
し
て
５
年
足
ら
ず
の
短
さ
で
作
品
の
数
は

4
0
0
点
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
パ
リ
に
燃

え
つ
き
た
画
家
で
し
た
。

所蔵名：４　佐伯祐三「煉瓦焼場」
1928年　大阪中之島美術館蔵

所蔵名：5　佐伯祐三「ロシアの少女」
1928年　大阪中之島美術館蔵
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